
学校いじめ対策組織 校　長 教　頭 生徒指導主事 学年主任 学級担任 副担任
関係の深い教職員

（部活動顧問等）
養護教諭 その他

学校いじめ対策組織 校　長 教　頭 生徒指導主事 学年主任 学級担任 副担任
関係の深い教職員

（部活動顧問等）
養護教諭 その他
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教職員が発見したいじめへの対応(いじめではないかの立場から）

④訴えや疑い
  を把握

　　　　　　　　　　③いじめの疑いのある行為や児童生徒の様子の変化への気付き
　　　　　　　　　　　・気になる児童生徒に声を掛け、様子を把握する

　　　　　　　　　　　・暴力行為等が見られる場合、即、止める

　　　　　　　　　　　・教育環境（掲示物、下駄箱、ロッカー、机等）や持ち物などへのいたずらは写真を撮る等、記録する

　⑤訴えや疑いを確認
 　　（情報共有）

　①生徒理解の研修会の企画　➡　運営
　　　・年度初めに、全教職員で生徒指導に関する前年度の引き継ぎ情報を確認

　　　・長期休業前後に、全教職員で児童生徒の生徒指導に関する情報を把握

　　 ・計画的な生徒理解に関する研修会の実施

　　　　　　②ハイリスクや特性のある児童生徒、悩みを抱える児童生徒を把握
　　　　　　　　　・教育相談や、周囲の児童生徒からの情報の共有

　　　　　　　　　・生徒理解の研修会や、生徒指導部会での情報の共有

　　　　　　　　　　　　　③児童生徒本人や保護者からの訴えや相談
　　　　　　　　　　　　　    ・児童生徒本人や保護者からの聴き取り（５Ｗ１Ｈ）

本人・保護者からの訴えや相談への対応(いじめではないかの立場から）

①いじめに係る相談体制の整備
・ＰＴＡへの協力依頼

②「いじめ相談担当の窓口」を周知する

【相談窓口】
④訴えや疑い
  を把握

　⑤訴えや疑いを確認
   　（情報共有）

いじめ認知の判断

いじめ認知の判断



学校いじめ防止等対策委員会 校　長 教　頭 生徒指導主事 学年主任 学級担任 副担任
関係の深い教職員

（部活動顧問等）
養護教諭 その他

学校いじめ防止等対策委員会 校　長 教　頭 生徒指導主事 学年主任 学級担任 副担任
関係の深い教職員

（部活動顧問等）
養護教諭 その他
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「きずな」アンケートからの訴えへの対応(いじめではないかの立場から）

 ①アンケートの作成、実施方法の検討　➡　実施
　　・前回実施のアンケートの評価

　　・記名式・無記名式、実施方法（教室または自宅）

　　・アンケートの実施後の対応（教育相談の計画等）

　  ②アンケート用紙の
　　　配付・回収
　・アンケート実施の保護者への周知

③複数の教職員によるダブルチェック

　・アンケート用紙の回収当日に必ず内容を確認

　・訴えや疑いのあるものは、即、生徒指導主事に報告

　・アンケート用紙はすべて管理職に提出

④訴えや疑い
　を把握

　⑤訴えや疑いを確認
　　（情報共有）
　⑥アンケート原本の保管
　　（市町村の文書保存規定）

ネットいじめの訴えや情報提供の対応(いじめではないかの立場から）

　①ネットいじめに関する研修会の企画　➡　運営
　　・ネット（ＳＮＳ）いじめの特徴（なりすまし投稿による誹謗中傷　等）

　　・ネット（ＳＮＳ）いじめの対応（保護者や関係機関との連携　等）

     ・保護者への啓発活動（文部科学省のあんしんネットとの取組　等）

⑤訴えや疑いを確認
 　（情報共有）

④訴えや疑い
  を把握

　　　　　　　　　　　　　　③児童生徒や保護者からの情報提供
　　　　　　　　　　　　　　・情報提供者からの聴き取り

　　　　　　　　　　　　　　・ネットトラブル状況の確認（証拠画面の保存）

　　　　　　　②情報モラルについて指導
　　　　　　　　　　　　・学級や部活動で個人情報に関する指導

　　　　　　　　　　　　・中学校の技術科での指導

　　　　　　　　　　　　・保護者への注意喚起

いじめの認知の判断

いじめ認知の判断



学校いじめ防止等対策委員会 校　長 教　頭 生徒指導主事 学年主任 学級担任 副担任
関係の深い教職員

（部活動顧問等）
養護教諭 その他

【いじめの定義】いじめ防止対策推進法第２条

　　  　　　加害と疑われる児童生徒からの聴き取り（対象児童生徒が複数の場合は、個別に同時進行）（担任・学年職員等）

　　　　　　　　　☆　事実（５Ｗ１Ｈ）を、一つ一つ確認して、正確に記録する　➡　「生徒指導対応記録」の活用

　　　　　　　　　☆　いじめに至る背景や心情を理解する（ただし、自身の加害行為の正当化や責任転嫁を認めない）

　　　　　　　　　☆　「あの時どうすればよかったのか」「今後はどうするのか」を問い、心情を理解したうえでいじめが繰り返されないようにする

　解消の判断
　　 ★ 被害生徒に対する心理的・物理的影響を与えていない状態が３か月続くまで継続

　  ★ 被害生徒が苦痛を感じていないこと（本人及び保護者に面談等により確認する）

　　　　　　　継続的な見守り
　　　　　　　　　　　・定期的なアンケートや面談を実施し、状況を把握

　　　　　　　　　　　・再発防止の取組（児童生徒の内面化を図る取組）

　　　　　　　　　　　・家庭での見守りの依頼、被害生徒の様子を把握

被害生徒・保護者に寄り添った対応

　全教職員によるいじめ対応
　・再発防止に向けて、全教職員への見守りと情報提供の依頼

　・必要に応じて「学校いじめ防止等対策委員会」のメンバーを拡大し、随時招集・開催

　いじめ対応（指導・支援）の検証・修正
　・定期的に「学校いじめ防止等対策委員会」を招集・開催し、対応状況の報告を受け、確認

　　　　　　　いじめに係る児童生徒・保護者対応（校長・教頭・生徒指導主事・担任学年職員等）

　　　　　　　　　　　・児童生徒の心情や内面を理解したうえで、解消に向けて保護者と協力し継続指導と観察

　　　　　　　　　　　・児童生徒や保護者の状況を生徒指導担当の教員に報告

　　　　　　　　　　　・定期的なアンケートや面談を実施し、状況を把握

　　　　　　　　　　　・再発防止の取組（児童生徒の内面化を図る取組）

　　　　　被害を訴えた児童生徒からの聴き取り（生徒指導主事・担任・学年職員等）

　　　　　　　　☆　聴き取りの初めに「必ず守り抜く」ことを伝え、安心して相談できるようにする

　　　　　　　　☆　被害児童生徒の話にうなずくなど共感的に聴き、立場や心情を理解する

　　　　　　　　☆　事実（５Ｗ１Ｈ）を、一つ一つ確認して、正確に記録する　➡　「生徒指導対応記録」の活用

　　　　　　　　☆　「よく話してくれた」「あなたは悪くない」等、勇気を認めて、自信を取り戻せるよう言葉掛けをする

　　　　　　　　☆　聴き取りの最後に「いつでも相談にのるよ」「今日のことについて、また一緒に話をしよう」と見守り続けるメッセージを伝える

　　  　　　関係生徒（観衆や傍観者）からの聴き取り（生徒指導主事・担任・学年職員等）

　　　　      　　　　☆　聴き取りの初めに、秘密は守ることを伝える

　　　   　　　　　☆　観衆や傍観者であったことを責めず、事実を話すことは人（被害・加害生徒）を救う行為であることを伝える

　　　   　　　　　☆　事実（５Ｗ１Ｈ）を、一つ一つ確認して、正確に記録する　➡　「生徒指導対応記録」の活用

　　　   　　　　　☆　観衆や傍観者となっていた背景や心情を理解しつつ、自身の言動や態度を考えさせ、いじめを許さない気持ちをもたせる

　学校いじめ防止等対策
　委員会の実施

　・認知した「いじめ」
　　➡市町村教育委員会に
　　　すべて報告（法23条２）

　・生徒指導主事が会議資料を準備

　　➡ 「生徒指導記録」の活用

　・いじめの「認知」「重大

　　事態」の組織判断

　　➡ ①市町村教育委員会

　　　への速報・報告

　　　②調査組織を設置

　　　③基本調査の実施

　・対応の検討（支援・指導

　　体制と方針、SCやSSW、

　　警察等の外部連携）

　・対応状況（児童生徒や保護者

　　の状況）の確認

　・対応（指導・支援）の

　　検証、修正

　方針の決定（校長・教頭・生徒指導主事）

　・学校いじめ防止等対策委員会の開催の判断、招集指示

　・当面の児童生徒・保護者対応（初期対応）の判断、指示

　・被害者側に寄り添い、取り組む姿勢の重視

　被害と加害、関係児童生徒からの聴取内容の

　照合確認（事実確認）（生徒指導主事・関係学年職員）

　・生徒指導主事は、聴取記録を整理・集約

　・聴取した情報をその都度集約し、照合

　・再聴取の判断、正確な事実の確認、実態の把握

　教職員の情報共有
　（校長・教頭・生徒指導主事・関係学年職員等）

　①被害・加害児童生徒に深くかかわる教職員への周知

　　（教科担任・部活顧問への見守り・情報提供依頼）

　②全教職員への事案と対応状況の周知

 【関係機関連携】
   ★ 犯罪性が疑われる事案に関しては、警察との連携

   ★ ＳＣやＳＳＷの活用

   ★ ＰＴＡ役員への説明、ＰＴＡへの協力依頼

　被害を訴えた児童生徒の保護者への連絡（担任・学年職員等）

　　・児童生徒への対応当日に、事実を説明し見守りを依頼

        ・学校の対応（途中経過も含めて）を情報提供

　加害と疑われる児童生徒の保護者への連絡（担任・学年職員等）

　　・正確な事実を説明し、学校の指導に協力を依頼

　　・特別な指導を要する場合には、来校いただき説明する。

　 関係児童生徒の保護者への連絡（担任・学年職員等）
　　・事実を説明し、学校の指導に協力を依頼

　この法律において「いじめ」とは、児童等に対し
て、当該児童等が在籍する学校に在籍している
等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童
等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為
（インターネットを通じて行われるものを含む。）で
あって、当該行為の対象となった児童等が心身の
苦痛を感じているものをいう。

いじめ認知の判断

（例）文科省は、被害生徒が安心して教育を受けられるため

の措置として、必要に応じて別室指導等について検討すると

いう方針。

（例）出席停止は、教育委員会の判断で、学校秩序を維持し、

他の児童生徒の義務教育を受ける権利を保障するという観点

から設けられた制度。


